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急性期にはヘルパーT 細胞 (Th) 2 系の IL-4,5,13 の発現が亢進し、その後、インターフェ
ロンγ、IL-12 などの発現が亢進して慢性期の状態を形成すると考えられている。 
 IL-21 はⅠ型サイトカインファミリーに属し、活性化 CD4+細胞や、Natural Killer T 細







の病態における IL-21 の役割解明を行うことを目的として実験を行った。 
  アトピー性皮膚炎患者の血清を当大学倫理委員会の規定に基づいた同意を得たうえで
採取し、血清中の IL-21 値を ELISA kit を用いて測定した。患者のアトピー性皮膚炎の重




れるバイオマーカ（末梢血抗酸球数、血清中の lactate dehydrogenase (LDH)、thymus and 
activation-related chemokine/chemokine ligand 17 (TARC/CCL17)、IgE 値）との相関の評価を
行った。 
 アトピー性皮膚炎患者の血清 IL-21 値は健常者と比較して有意に高値を示した。重症度
別では重症のアトピー性皮膚炎患者の群でのみ健常者と比較して有意に高値を示した。 
皮疹要素別の重症度と血清 IL-21 値との相関の解析を行ったところ、紅斑、丘疹/浮腫の皮
疹スコアと血清 IL-21 値との間に有意な相関が認められた。 
アトピー性皮膚炎で上昇するとされるバイオマーカと血清 IL-21 値の相関は認めず、アト
ピー性皮膚炎患者の合併症である喘息やアレルギー性鼻炎と血清 IL-21 値の相関は認めな
かった。 
以上の結果より IL-21 は重症のアトピー性皮膚炎の病態に関与している可能性があると
考えられる。さらに、紅斑、丘疹/浮腫といった急性期の皮疹の重症度と血清 IL-21 値に有
意な相関が認められたことより、急性期のアトピー性皮膚炎の病態に関与している可能性
があると考えられる。 
 
 
